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⼤学の学⽣に関するデータの現状

個別のデータベースで
名寄せができないので

各データベースを連携させた
分析が不可能
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本来は学⽣番号で名寄せが出来るはず
原因１︓各部署でデータを保持し守秘義務が発⽣している

原因２︓名寄せでデータを統合して匿名化し，対応表を持つ機関が無い



実施内容
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1. 学⽣番号を元に名寄せを⾏い，
連結可能匿名化を施した

統合データベースを構築した

2. データベースAPIの
整備と認証⽅式などの

学内セキュリティの確⽴

Manaba に関しては
データ出⼒の機能がないため

改修待ち状態

Token認証⽅式の WebAPI を構築
学内認証基盤との接続



• R4年度実施内容
• ユーザ認証の構築(学内RADIUS認証と接続して認証）
• データベースの更新
• ドキュメント類の整備
• デジタルユニバーシティとの調整（調整中）

• ⿃取⼤学のデータレイク構想との接続検討



将来的には
このデータレイクに
接続を⽬指す



•データベースサーバ
• 学務⽀援システム内の⼯学部データを元にサーバを⽴ち上げ
• 学内認証基盤と接続してユーザ認証



• R5年度の予定
• ⼤学院⽣のデータと紐付け（進学した学⽣の調査が出来るように）
• デジタルユニバーシティとの調整
• 利⽤しやすいフロントエンドサーバの構築
• データ利⽤に関する諸規定の検討



データベースサーバの構成

•データベースはデータベースサーバにより保持されており，
WebAPI を介して，SQL出アクセスできる．
• WebAPI のアクセスには認証トークンが必要



Python によるデータベースへのアクセス
# -* coding: utf-8 -*-
import learning_analytics as la # モジュールのインポート 
import pandas as pd 

# トークンの設定
token = ʼyour tokenʼs hereʼ 

# SQL ⽂の設定
sql = ʼSELECT * FROM public.m_admissions;ʼ 

# データベースサーバへクエリの実⾏ 
result = la.sql_query( sql, token ) 


